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注 度 東 冶 お よび 発熱 物質 投与 に よる 総 鎖 動 脈 血 流 変 化 
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Effects of thermal stimuli and pyrogen administration on blood flow of common carotid artery 


in rabbits 


Takaakira INOMOTO, Nobu OHWATARI, and Mitsuo KOSAKA (Department of Epidemio- 


logy and Environmental Physiology, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University) 


Ahstract : In rabbits thermoregulatory responses to thermal stimuli and drug administrations 
have been investigated. The abdominal skin was cooled or heated with a cold or heat pack. 

Thermal stimulation of the spinal cord was performed by perfusing a thermode in the peridural 
space with cold or hot water. LPS-pyrogen was administered intravenously. Sulpyrine was given 
intravenously during the first or second phase of LPS-pyrogen induced fever. The rectal temper- 
ature, the hypothalamic temperature, the ear skin temperature, respiratory rate, EMG, oxygen 
consumption and cortical EEG were recorded. Blood flow of the common carotid artery (F. C. 
À) was measured with an electromagnetic flowmeter. The results obtained were consistent with 
those reported earlier by many researchers. However, the F. C. A. and the ear blood flow 
calculated from the equation after Stitt (1973) were decreased by cooling of the skin and spinal 
cord and LPS-pyrogen administration. By heating of the skin and spinal cord and sulpyrine 
administration, the change reverse to the above was observed. Both the F. C. A. and the ear 
blood flow were increased or decreased with a fall or rise in the hypothalamic temperature, 

respectively. From these, we discussed the change in the cerabral blood flow induced by 


thermal stimuli and by administrations of LPS-pyrogen and sulpyrine. 
Tropical Medicine, 21(1), 37—43, March, 1979 
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は じ め に 


当 研 究 室 で は , 神経 体液 相関 の 立場 か ら , 熱帯 著 熱 
環境 下 に お ける 体温 調節 の 研究 を すす め て いる ・. E 
(に, マラ リア に 代表 され る 熱 淀 病 の 多く は 熱性 疾患 で 
あり , その 発熱 の 仕組 は 体温 調節 の 観点 か ら 興 味 が も 
た れ , 発熱 物質 投与 に よ ょ る 発熱 曲線 と の 比較 検討 も 行 
っ て いる . 

一 般 に , ウサ ギ の 度 膚 に 温度 刺激 を 加え る と , BN 
血 流 と くに 耳 介 血 流 の 増 滅 に よる 放 未 調 節 , 浅 速 呼吸 
(panting) に よる 放熱 増大 , 寒冷 みる ぇ (cold-shiver- 
ing) お よび 非 あ ふる ぇ 産 熱 (non-shivering thermoge- 
nesis) な どの 体温 調節 反応 の 誘発 が 可能 で あり , CI 


の 事 は Bligh (40973) ら に よっ て 概説 され て いる ・ 
今日 で は , 生体 に 加え られ た 温度 情報 は 皮膚 お よび 脳 
の 温度 受容 器 に 把 え られ , この 温度 情報 の 統合 に は 視 
床下 部 が 重要 な 役割 を 担っ て いる こと に 話 義 は な い . 
即ち , 中 山 ら (1961) は , 視床 下部 の 局所 加 温 に より 
視床 下部 の 視 東 前 野 (PO/AH) に ある 温度 感受 性 = 
ュー ロン の 発射 活動 を 電気 生理 学 的 方 法 を 用 いて 記録 
し , 体温 調節 に お ける 視床 下部 の 統合 を 実証 し た . し 
か し , HERO 温度 感受 性 は , 視床 下部 に 限局 
せ ず 中 枢 神 経 軸 全 域 に わた っ て 存在 する と の Thauer 
(1935) の 仮説 提唱 以来 , これ を 支持 する 多く の 報告 
が 続出 し た . この 仮説 は Simon etal. (1963) の イメ 
DEAH X bud x oS EA, 
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TOR, Y AM EU TBHTLUEME, 鳥類 お ょ び 魚 類 な 
ど で も 同様 の 結果 が 報告 され て お り (Simon, 1974), 
視床 下部 外 体温 調節 機構 の 解明 が 急 が れる 現状 で あ 
る (小坂 ,1977a). 

— JH, Hort and Penfold が 1912 年 細菌 に 由来 する 
発熱 物質 を 発見 し て 以来 , グラ ゥ 陰性 柱 菌 の 英 膜 構成 
分 で ある Lipopolysaccharide (LPS) は 強力 な 発熱 物 
質 と し て 発熱 機構 の 解明 に 供 せ られ て いる (加納 , 
1973 : Cranston, 1976 : Rosendorff ; 1976 : Hellon, 
1978). この LPS-pyrogen vu Y OB IE 
する と 2 峯 性 発熱 曲線 が 描か れ , NER l E 
性 発熱 曲線 と な る こと が 知 られ て いる . Wit and 
Wang (1968) ix, 発熱 物質 投与 に より ネ ュ の 前 視床 
下部 温 ニ ュー ロン の 放電 問 度 が 減少 し , 更に サリ チル 
酸 投 与 に より 放電 頻度 が 回 復 す る こと を 記録 し , 発 
蒸 ・ 解 熱 物質 の 中 枢 関 与 を 支持 し て いる . 

私 共 は , 実験 動物 に 主として ウサ ギ を 用 い , KER 
よび 脊髄 の 温度 刺激, 発熱 物質 お よび 解熱 剤 投与 に 対 
する 各種 体温 調節 反応 一 直腸 温 ・ HAKE TU 
数 ・ 筋 電 図 ・ 酸 素 消費 量 お よび 脳波 一 を 記録 解析 し て 
v5. 今回 は 更に , 電磁 血 流 計 に より 総 頸 動脈 血 流量 
を 測定 し , Kim (視床 下部 温 ) WER k OCEM E 
の 算定 結末 と も 併せ て , 体温 調節 に お ける 脳 血 流 の 変 
化 に つい て 検討 を 加え た の で 報告 する . 


材料 と 方 法 


実験 動物 male albino rabbits (34 羽 , 体重 2.7- ン 
3.4kg). 

手術 等 : 室温 は 約 28"C に 保ち , 手術 は 無 麻酔 (時 に 
応じ て 局 麻 ) に て 行なっ た . X Vi BABERE X LgHE 
ZREL, 気管 切開 を 施し , 気管 カニ ュー レ を 挿入 し 
て 酸素 を 充 た し た Benedict-Roth 型 レ スピ ロメ ー タ 
ー (容量 13.56 ) に 連結 し た . この レス ピロ メー ター 
に は , ソー ダラ イム に よる CO。 吸収 を 促進 する た め , 
宅 気 ポン プ の 側 回 路 を 設け た (小坂 , 1977b). 更に 一 
側 総 争 動 脈 に 電磁 血 流 計 の カフ 形 プ ロー ブ (日 本 光電 
MF-27, プロ ー ブ 内 径 1.0, 1.5, 2.0mm) を 装着 し た . 
次 に , 頭 部 を 脳 定位 固定 装置 に て 固定 し , 更に 四肢 を 
SERE LI. 脳波 測定 の た め 容 頭 と に より, MRAZY a 
ー 電 極 を motor cortex お よび limbic cortex OWK 
上 に , 不 閲 電極 は 前 頭骨 を 容 頭 し その 史 側 の 硬 膜 上 に 
それ ぞ れ 置い た (詳細 は Kosaka et al. 1969 参 照 ). 
また , 熱電 対 を 視床 下部 に 挿入 し た (以上 Monnier 
and Gangloff の stereotaxic atlas に 基づく ). pmi 
D L-6—L-7 より 脊髄 便 膜 外 膝 た U 字 型 ポ リ ェ チ テ チレン 


営 を 頭 側 に 13<15cm 挿入 し , 更に この U 字 型 ポ リエ 
チレ ン 管 の 間 に 便 膜 外 腔 温度 測定 用 の 熱電 対 を 5 ~ 
6 cm 挿入 し た (詳細 は Kosaka et al. 1969 参照 ). 
刺激 : 皮膚 温度 刺激 は , 腹部 に heat pack (50?C) 
お よび cold pack (74 A 7 v) を 30 分 間 交 互 に 置く 
こと に よっ て 実施 し た . 春 髄 の 加 温 (42—44?C) お よ 
OUR) (20~22°C ) は , FERRI HECHA L7-U 
字 型 ポ ボリ テ ェ チ レン 管 の 管 腔 を , 温水 また は 冷却 水 を 
8—10ml/min で 交互 に 15 分 間隔 で 準 流 する こと に よ ょ 
っ て 行なっ た . LPS-pyrogen (Lipopolysaccharide 
from E. coli ; B-8, Sigma) は 生食 水 に 藩 解 し 0.1~ 
10gg/kg を , sulpyrine (メチ ロン 注 , 250mg/ml, 第 一 
製薬 ) は 生食 水 に て 希釈 し 20mg/kg を LPS-pyrogen 
発熱 の 第 1 冬期 また は 第 2 筆 期 に , それ ぞ れ 耳 介 後 静 
脈 より 投与 し た . 

測定 : 測定 時 に は 四肢 の 固定 を や や 殖 め た . 直腸 温 
で O)・ 脳 温 (視床 下部 温 , ^C) e EMER CO) 
吸 数 (cycle/min) ・ 筋 電 図 ・ 酸素 消費 量 ml/min/ 
kg)・ 脳 濾 (cortical activity) お よび 総 頸 動脈 血 流量 
CM, ml/min) を 測定 した. 体温 測定 は 鋼 ・ ュ ンス 
タン タン 熱電 対 を 熱電 温度 計 (Ellab) に 接続 し 行 な 
っ た だ た. 直腸 温 は 熱電 対 を 13~15cm 挿入 し て 測定 し 
た . 酸素 消費 量 は , レス ピロ メー ター の 記録 速度 を 
160mm/min と し , 描記 され た 呼吸 曲線 の 間隔 間隔 
: 3 分 間 ) か ら 算 定 し 15 分 間 消 費 量 の 平均 値 を と っ た . 
呼吸 数 は 上 記 呼 吸 曲線 よ り 算 定 し た . 筋 電 図 は 上 腕 三 
頭 筋 に 針 電 極 を 挿入 し 記録 した. 総 顕 動 脈 血 流量 は 分 
時 血 流 量 を 連続 描記 する 事 に て 実施 し た . 


結 R 


各種 刺激 に 対す る ウサ ギ の 体温 調節 反応 を まとめ て 
Table 1 に 示す . 

皮膚 お よび 藻 器 温度 刺激 に 対す る 直腸 温 ・ 視 床下 部 
温 ・ 耳 介 友 膚 温 ・ 呼 吸 数 ・ 筋 電 図 お よび 酸素 消費 量 の 
変化 : 皮膚 に 温 刺激 を 加え る と , 耳 介 皮膚 温 の 上 昇 や 
panting に よる 放熱 増大 , お よび 代謝 減少 に よる 酸素 
消費 量 減少 が 誘起 され , 逆 に 皮膚 の 冷 刺 激 で は , 耳 介 
皮膚 温 の 下降 , shivering や 代謝 増加 に よる 酸素 消費 
量 増加 お よび 呼吸 数 減少 が 観察 され た . PERIERE 
で も 訪 膚 温度 刺激 に お ける と 同様 の 結果 が 得 ら れ た . 
また , 直腸 温 と 視床 下部 温 の 有意 の 変化 は 認め な か っ 
た . 脊髄 の 温度 感受 性 に 関す る 前 記 Simon et al. 
(1963) の イヌ に お ける 実験 結果 を 補完 する も の と し 
T, Meurer et al. (1967) it, 後 根 切断 に より 系 髄 
以外 か ら の 温度 受容 要素 を 除外 し 同様 の 実験 を 行 な 
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Table 1. Thermoregulatory changes induced by thermal stimuli and drug administrations at 


ambient temperature of about 28 °C 


ーー AAT ——— ——— 


spinal cord 


: LPS-pyrogen sulpyrine 
heating cooling 


skin 
Responses 
heating cooling 
| 
Ear skin temperature j Y 
Respiratory rate 1 J 
Shivering ge qr 
Oxygn consumption | | T 
Rectal temperature | ass d 
Hypothalamic temperature sm > 


Cortical activity drowsy arousal 


Blood flow of common ^ i 
carotid artery 


1, increase ; 1 , decrease 


い , FINEAN X. 2 WEAD TT B ORTI 
する こと を 実証 し て いる . tof. vxo 
感受 性 に 関 し て , FAIM LD, 度 膚 血 流 増加 
(Iriki, 1968 : Guieu and Hardy, 1970 ; Riedel e£ 
al., 1973) お よび panting (Kosaka e£ al., 1969 ; 
Guieu and Hardy, 1970 ; Riedel, 1973), FPES A 
に より , shivering (Kosaka and Simon, 1968) お よ 
び 皮 膚 血 流 減少 (Guieu and Hardy, 1970) の 生起 す 
る こと が 報告 され て いる . 

LPS-pyrogen お よび sulpyrine 投与 に 対す る 直腸 
温 ・ 視 床下 部 温 ・ 耳 介 皮 膚 温 ・ 呼 吸 数 ・ 筋 電 図 お よび 
酸素 消費 量 の 変化 : LPS-pyrogen 投与 に より , Hf 
皮膚 温 の 下降, shivering, 呼吸 数 減少 お よび 酸素 消 
費 量 の 増加 が み ら れ , 直腸 温 と 視床 下部 混 は 上昇 し 
た . LPS-pyrogen 発熱 時 に sulpyrine を 投与 する と , 
生 介 度 膚 温 の 上 昇 お よび panting が 生じ , 直腸 温 と 
視床 下部 温 は 下降 し た が , Fig.1 に 示す 如く 酸素 消費 
量 か が 増加 し た 例 も ある . 直腸 温 と 視床 下部 温 は ほぼ 平 
行 に 推移 し た (Fig.2) が , LPS-pyrogen 発熱 初期 や 
sulpyrine 解熱 初期 , 特に sulpyrine を LPS-pyrogen 
HADR 13H BV IEEE, 直腸 温 に 比 し 視床 下 
部 温 の より 大 き な 変 化 が みみ られ た (Fig.3). 

脳波 (cortical activity) の 変化 : KE - EHA 
刺激 時 お よび LPS-pyrogen 発熱 時 に 低 振幅 速 波 の 
arousal pattern Ze, 皮膚 ・ 奪 髄 温 刺 激 時 お よび sulpy- 
rine 解熱 時 に spindle wave を 含む 大 振幅 徐 濾 の 
drowsy pattern を 呈し た . LPS-pyrogen 発熱 時 お よ 
び sulpyrine 解熱 時 の 皮質 脳波 像 を Fig. 4 に 示す . 
この 皮質 脳波 の 変化 は 。 各 刺 激 に よっ て 誘起 され た 綱 


T | l T 
T | \ 1 
l j l ^ 
d g 1 0 
drowsy arousal arousal drowsy 
ji } i T 
D, S. 
39 P. 1 
Mu s N 
38 T.re 
37 で as 
34 
33 
32 
cycle/min à 31 
150 
R.R. 
50 
ml/mir 
70 
F.C.A 50 
30 
ml/min/kg zi 
9 
VO»; 
人 
-30 0 30 60 90 120 の 


Fig. 1. Record of rectal temperature (T. re), 
ear skin temperature (T.e), respiratory 
rate (R. R.), blood flow of common 
carotid artery (F. C. A.) and oxygen 
consumption (VO). At the first arrow, 
intravenous injection. of LPS-pyrogen 
(PJ): at the second arrow of sulpyrine 


(SJ: 


様 体 ニュ ー ロ ン の 興奮 お よび 興奮 抑 制 を 反映 し た も の 
で あろ う (Nakayama and Hori, 1975 : 中 山 , 1978). 
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Fig. 2. Record of rectal temperature (T. re), 
hypothalamic temperature (T. hy), ear 
skin temperature (T. e), respiratory rate 
(R. R.) and blood flow of common 
carotid artery (F. C. A.). At the first 
arrow, intravenous injection of LPS- 
pyrogen (P.); at the second arrow of 
sulpyrine (S.) during the second phase 
of LPS-pyrogen induced fever. 
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after sulpyrine administration 
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Fig. 4. Effects of administrations of LPS-pyrogen 
and sulpyrine on cortical activity. 
M.C. ; motor cortex 
L. C. ; limbic cortex 


総 頭 動脈 血 流量 の 変化 : HEB お よび 
LPS-pyrogen 投与 に より 減少 し , KE - EPRRBIDRK 
お よび sulpyrine 投与 に より 増加 し た . 電磁 血 流 計 の 
カフ 形 プ ロー ブ の 感度 は , 血管 胡 と の 窒 着 度合 , プロ 
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Fig. 3. Record of rectal temperature (T. re), 


hypothalamic temperature (T. hy), ear 
skin temperature (T. e), respiratory rate 
(R. R.) and blood flow of common 
carotid artery (F.C. A.). At the first 
arrow, intravenous injection of LPS- 
pyrogen (P.); at the second arrow of 
sulpyrine (S.) during the first phase of 
LPS-pyrogen induced fever. 
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| 30min ] 


Fig. 5. Blood flow change in common carotid 


artery measured with an electromagnetic 
flowmeter. 
P. ; intravenous injection of 10gg/kg 
LPS-pyrogen 
S. ; intravenous injection of 20mg/kg 
sulpyrine 


ー ブ 周 囲 の 体液 の 付着 状態 お よび へ ヘマトクリット 値 な 
どの 条件 で 変化 し CARD, 1978), また 測定 時 の 血 


管 径 の 変動 に より 測定 値 に 誤差 が 生じ る . し か し , 
Fig.5 に 示す 如く 血 流 量 の 増減 の 大 略 を 知る に は 有用 
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Fig. 6. Blood flow changes in common carotid 
artery (unilateral) and a ear lobe after 
administrations of LPS-pyrogen (P.) and 
sulpyrine (S.). 

F.C.A.; blood flow of common carotid 
artery (unilateral) 

E.B.F.; estimated ear blood flow 
(unilateral) 

E.B.F. (Stitt, 1973) 

—A x Hr+c x (Te—Ta)/S x 
(Tre—Te) 

where 

A-ear surface area ; Hr+c=combined 

coefficient of radiant and convective 

heat transfer of the ear; S—the specific 

heat of blood; Te—ear skin temperature; 

Ta-ambient temperature ; Tre—rectal 

temperature 


で ある . KS mss 2 Harm o 26 Ei U 
て みる と , 各 刺 激 に 対し て 両者 は 同一 方 向 の 増 滅 を 示 
し た . 因みに LPS-pyrogen 発熱 時 お ょ で び sulpyrine 
解熱 時 の 両者 の 変化 を Fig. 6 に 示す . な お , PAi 
流量 の 算定 は Stitt (1973) の 推定 式 (Fig. 6 下段 参 
照 ) に 基づい て 行なっ た . 


考 E 


直腸 温 と 視床 下部 混 は ほぼ ば 平行 に 推移 し た が , LPS- 
pyrogen 発熱 初期 や sulpyrine 解熱 初期 に , 直腸 温 
に 比 し 視床 下部 温 の より 大 き な 変 化 が み ら れ た (Fig. 
2, Fig.3) . 産 熱 一 放熱 の バラ ンス が くず れる 体温 
上 上昇 時 や 特に 体温 下降 時 に , 直腸 温 は 心臓 か ら 流 出し 
た KHU ifto 温度 変化 を 反映 する に 潜 時 を 要する 
(Bligh, 1973) . ウサ ギ で は 頸 動脈 レー テ が 欠落 し て 


41 


いる の で , 心臓 か ら 流 出し た 大 動脈 血 の 温 度 は 直接 視 
床下 部 に 反映 され (Hayward and Baker, 1968), 
直腸 温 に 比 し 視床 下部 温 の ょ り 大 きたな 変化 が 生じ た と 
考え られ る . 

視床 下部 温 ( 脳 湯 ) は 同 部 に 流入 する 血液 時 に よっ 
て ゃ も 影響 され , 体温 調節 に お ける 脳 血 流 の 変化 に つい 
て 興味 が も た れる . と ころ で , 温度 刺激 に より 皮膚 と 
内 部 臓器 の 血 流 の 増減 が 反対 に な る こと は 以前 か ら 知 
られ て いた . Kullmann et al. (1970) ix, 麻酔 イヌ 
c TES X 0 BRE rf sic 2 し 腸管 箇 流 が 減少 す 
る こと , お よび 砂 髄 冷却 で は 逆 の 現象 と な る こと を 電 
磁 血 流 計 を 用 いて 確か め た . また , この 相反 する 血 流 
の 増減 が 皮膚 お よび 腸管 血 管 を 支配 する 交感 神経 の 活 
動 性 の 増減 に よる こと は , Walther et al. (1970) に 
よっ て 初め て 証明 され た . 今日 で は , スト レス に より 
交感 神経 系 の 反応 が 常に 同一 方 向 に 消長 する の で は な 
く , 地域 に より 括 抗 的 に 消長 する 機構 , 即ち 交 感 神経 
系 地域 性 反応 が 知ら れ て いる (AX, 1976). KME 
の 交感 神経 性 支配 に 関し て , 形態 学 的 に これ を 支持 す 
る 多く の 報告 か ある が , 交感 神経 に よる 脳 箇 流 支 配 と 
いう 機能 上 の 評価 は , AR EON I oS SIN OE 
どか ら 意 見 が 対立 し 確定 し た も の が な い (Lee et al., 
1976 : B, 島津 , 1976 : 内 田 ら : 1976). 私 共 
の 実験 で は , 各種 刺激 に 対し 総 頸 動脈 血 流 量 と 耳 介 血 
流量 は 同一 方 向 に 増減 し た (Fig.6). し か し , BAH 
動脈 血 流 量 の 増減 方 向 は , 視床 下部 温 の 変化 か ら み る 
と , 総 頸 動 肛 お ね よび 耳 介 の 血 流量 の それ と は 反対 と な 
る こと が 示唆 され る? ! ウサギ の 脳 実 質 は 血液 供給 
を 主 に 椎骨 動脈 よ り 受 け て お り , 脳 血 管 の な か で 血管 
収縮 度 の より 大 きい 脳 底 動脈 起 始 部 が 脳 血 流 を 制御 す 
る と の 報告 て Bevan and Bevan, 1973) が ある . v 
サギ の 内 頸 お よび 椎骨 動脈 血 流量 の 電磁 血 流 計 に よる 
測定 は 困難 で ある . Heat clearance 法 に よる 脳 血 流 測 
定 は 温度 差 を 指標 と し て お り , 本 研究 の 如き 体温 変動 
を 背景 と する 実験 に は 直ちに 適用 で き な い . 目下 , 水 
素 が スク リア ラン ス 法 に より 脳 血 流 測定 を 試み て いる 
現状 で ある . 

視床 下部 温 の 下降 が と くに sulpyrine を LPS-pyro- 
gen 発熱 の 第 1 梨 期 に 投与 し た 場合 著 明 で あっ た 
(Fig. 3). この 事 は 発熱 曲線 の 第 1 笑 と 第 2 笑 の 成因 
に 何ら か の 差異 が ある こと を 示唆 する . LPS-pyrogen 
静脈 内 投与 に よる 第 1 峯 は 外因 性 発熱 物質 (LPS- 
pyrogen) の , 第 2 峯 は 後述 する 内 因 性 発熱 物質 の , 
それ ぞ れ 視床 下部 へ の 直接 作用 に より 誘起 され る と の 
説 は , LPS-pyrogen が 血液 ・ 脳 関門 を 通過 し 得 な い 


42 


(Kosaka and Ohwatari, 1978) と すれ ば 成立 し な 
V. 第 1 笑 ・ 第 2 案 共 に , LPS-pyrogon に より 活性 
化 さ れ た 多核 日 血球 ・ 単 球 ・ Kupffer 細胞 お よび マ 
クロ ファ ー ジ か ら 遊 出さ れ た 内 因 性 発熱 物質 の 視床 下 
部 へ の 直接 作用 に より 誘起 され る と 考え られ る が , 
LPS-pyrogen の 末 柄 性 作用 の 可能 性 も 否定 で き な い . 
一 方 , Feldberg and Saxena (1971) が 発熱 機構 に お 
ける プロ スタ グラ ン デ ィ ュ ン E, PGE) の 関与 を 指摘 
し て 以来 , 各種 動物 で PGE, の 強力 な 発熱 作用 が 確 
か め ら れ て いる . PGE, 発熱 の 様態 は LPS-pyrogen 
発熱 の それ に 類似 し て お り , 解熱 剤 で ある サリ チル 酸 
・ イ ンド メサ シン お よび sulpyrine が PGE, 合成 阻害 
刑 で ある こと か ら , LPS-pyrogen 発熱 は PGE, に よっ 


zx 


に 


て 仲介 され る と 考え られ て いる . し か し , PGE が 直 
接 関 后 す る の は 第 1 峯 の みみ で あり , LPS-pyrogen 3$ 
wHo 単 一 な 要素 に よる も の で は な いと の 報告 
(Székely, 1978) も あり , 2 律 性 発熱 曲線 の 成因 に 関 
し て 更に 検討 を 要する . 

Sulpyrine 解熱 時 に 隔 介 皮膚 温 の 上昇 お よび pant 
ing が 起り , 酸素 消費 量 の 減少 が み ら れ な い 例 (Fig. 
D の あっ た こと か ら も , sulpyrine の 解熱 効果 は 主 
に 放熱 増大 に よる も の で あり , 産 熱 抑制 に は 関 写 し て 
いな いと 考え られ る . 


本 研究 の 一 部 は 昭和 53 年 度 文部 省 科学 研究 費 補 助 金 
に よっ た . 
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